



















Study on Channel Assignment 






















































































（First Step In Dynamic Channel Assignment Method）”を提案する．本提案方式において，予め
収束度可変パラメータに重みを持たせることで収束が加速することを示し，実証実験を通して提案
方式の有効性を述べている． 
第４章「オーバーラップ・エコ・チャネル割当方式」では，更にチャネルの有効利用を狙った方
式を提案する．既存のチャネル割当方式では隣接するセル間では同じチャネルを使用しないことが
前提となっているが，隣接しているセル間で同じチャネルを使っても問題ない場合が存在する．問
題となるのは隣接しているセル内での同一チャネルを使うことによる干渉である．先ず，この場合
を除いてチャネルを割当てる方式としてオーバーラップ・エコ割当方式を提案し，そのアルゴリズ
ムおよびチャネル割当のためのプロトコル，割り当てに必要な情報について説明する．次に計算機
によるシミュレーションによって，オーバーラップ率と呼損の関係，使用チャネル数と呼損の関係
を説明し，最後に既存手法と同じ条件下における使用チャネル数の比較から本提案方式の詳細を述
べている． 
 第５章「バンチング効果を用いたマルチアクセスシステムにおける自律分散チャネル割当方式」
では，ランダムアクセス通信システムへの適用を例に同一システム内で大容量のデータや小容量の
データが混在する場合に，チャネルの有効利用の観点から，①一定量以上のトラフィックが集中し
ない，②システムの全トラフィックの増加に従って適宜割当チャネルを増やす，③割当チャネルの
規模にばらつきがなく，均等になる．④割当てたチャネルが安定である，ことなどを満足するバン
チングを利用したチャネル割当方式を提案する．本提案方式は，チャネル割当を確定させるための
バンチング領域，バンチングしたチャネルを安定させるための安定領域，一つのチャネルに集中さ
せないための壁領域を設けることを提案している．次に本提案方式の有効性を明確にするため，計
算機によるシミュレーションを実行し，チャネル数に対してチャネル割当の実行例を検証，上記の
４つの条件を本提案方式は満たすことを明確にしている． 
 第６章「チャネル割当の実用化と標準化」では，第二世代コードレス電話システムをＦＷＡ／Ｗ
ＬＬに適用した場合の事例を説明する．特にＰＨＳをＦＷＡ／ＷＬＬに適用する場合において，サ
ービスカバーレッジの広域化が要因で，ＴＤＭＡ／ＴＤＤ内のタイムスロットが相互に干渉する問
題や，加入者が移動しないことによる１つの基地局に収容する加入者の増加による呼損の問題，隣
接する基地局間の同期の問題，などからより効率的にチャネルを割当られない問題が発生すること
を明らかにし，その解決方法を述べている．また，本提案方式はネットワーク構築の容易性などか
ら諸外国から標準化が切望された．そのことを鑑みて，国内標準であるＲＣＲ ＳＴＤ－２８標準
にＰＨＳ－ＦＷＡ／ＷＬＬの項目を提案し標準規格として採用された内容を紹介している． 
第７章「ＩＤ割当方式」では，無線の特徴である無線の届く範囲であれば誰でもがそのチャネル
を受信できる利点がある半面、誰もが盗聴できることを示している．本章では，特に無線通信の中
で一番傍受性が高い衛星通信を取り上げ，誰もが傍受できるブロードキャストされているデータか
ら自局宛てのみが解読できるＩＤ方式を提案した．先ず，衛星通信システムの脆弱の説明をした後
に，その環境下にあっても特定の局だけにしか割当られないＩＤ割当方式を提案し，そのアルゴリ
ズムと手順を詳述している． 
 第８章「結論」では，本論文で得られた成果の総括である． 
